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北海道農業確立期（明治30年代）

以前における農作物事情

榎 勇

は　しがき

　北海道に農業が営まれる様になったのは概に

古く凡そ何蒔頃であるかは明確でない。しかし

農業が経済活動の主体として営まれる様になっ

たのは徳川末期以降就申出治2年に北海道に闇

拓使が設置きれ，積極的な十字政策が施される

様になってから後のことである。蓋し閥拓使が

北海道に於ける農業経営の確立に対して果した

役割は大きく，これは否めない事実である。し

かし従来の研究に於いては開預使が北海道に於

ける農業経鴬をどの様な方向へ導こおとし，そ

れに対してどれ程多くの精力を胴いたかについ

・てのみ強調きれ，その結果，すなわち開門使の

意図はどの程度果されたかについての具体的な

検討はあまりなされていない様に考えられる。

そこで‡稿での私の臼的の一つは当時に於ける、

農作物慕情の撲討を通じて，その問題について

若不の湾察を蜘えようとするものである。そし

て第二の囲的は，確立期以後に於ける農1乍物馨

情については従来の研究において比較的明かに

きれているが（例へば湯沢誠氏，北海遵農業論

序説3互～43頁）それ以前についてはあまり明か

でないので，その為の基礎資料を握供すること

にある。

　ここで北海道農業の確立期を明治30年代とし

たが，一毅に（擁へば湯沢氏，蘭掲書）北海道

に於ける商業的農業の特立期は陽治30隼代とさ

れているので，それに準じたものである。爾考

察期聞は，便宜上生成期（～道庁設置まで）と

確立期（道庁設置～日露戦争まで）の二つの期

聞に分けることにした。

←1生　成　期

　　に｝徳川時代京期における農作物

　北海道に平時頃から農業が始められたかは贋．

かでないが漁猟を生業とする和人はその片手聞

に粟，稗，蕎麦，黍，大豆等の下敷類を焼畑式

農法によつて古くから栽培していた様である。

北海道における農業の可能雛については相当古

くから認識きれ，享保以下にはその農業的開発

を論ずるものがあらわれ，次いで幕府演轄蒔代

には農業開発がやや積極的に行われる様になり

各地に農俘物の試作が台われ，更に後幕府直轄

時代になると積極的な保護を瀦えて農業の鵬発

が群られる様になった。ところでこれらの期闘

を逼じて試みられた農業は主として米作を門門、

とする内地の経験的農業であったが，絶えぎる

験作の結果，安政初野には大野赤毛が固定種と
　　　　　ごり
なって顕われ，徳川の末期には函館附近はもと

より石狩，浜益，虻田，室薗地方にまで普及し

相当の成績をおきめるまでになった。他方後幕

府直轄疇代の末期には従来の米f乍中心農業とは

可威異った農業が奨励きれる様になった。即ち

藍，養蚕等や外魍船の揖入によって新に販路が

開けた馬鈴薯，などの野菜類，肉隼，豚等の試、

作，試育が幕肩直営の牧農場で行われ，或は又

普魯西入ガルトネル（瓦Gエtner）の進言等に

よって外醒の農作物の採絹も試みられた。

　しかし米作を主体とする内地の経験的自給農

叢も，外困翻との通蕎によって刺戟きれ試みら

れた商晶1乍窃を主妹とする商業的農業も未だ一一

般には普及せず，沿岸漁民がその片手間に粟，

　註〔1｝高倉碧〒一蜜区　「涯ヒ海道夢石殖央」　752頁
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稗，蕎麦，野菜類を自給する為に営むi兼業農業

が主流をなすものであった。

　　②　開拓使の洋式農業移植政策と農作物

　明治新政府成立と臨時に北海道の農業的閣発

・は国内治安或は閣防的見地から更に叉国蔑経済

飼見地から極めて重要視きれ，明治2年にはそ

の推進母体として開拓使が設置された。開孫孫

は内地の経験的農業を以ってした従来の農業開

．発に疑聞を抱き，自然的諸条件就中気象条件の

類似する欧米の農業にその範を求めんとした。

．即ち明治屋年に顧問として米国聯邦農務局長の

地位にあったホーレス。ケプロンσlorace　Ca

．proのを招嘱し洋式農業の移植にあたらせた。

先ず彼等の進言によって束京，札蝿，函館，根

窒の各地にそれぞれ窟劔を設置しあらゆる農作

物を米濁などから輸入して此処で試1乍し適応作

髭1・尋

物の発見に努めた。従来北海道に栽培きれてい

た農作物としては僅かに米麦等の五穀の他馬鈴

薯，玉蜀黍，乙類等があるに過ぎなかったが穀

寂類は勿論のこと跳菜類，：花卉，果樹，牧草に

至るまで凡そあらゆる作物が輸入試作きれ，そ

の結果今臼栽培きれている作物の殆んどは当暗
　　　　　　　　　　　　　　　　　‘22
において既に技術的可能牲は実証された。

　しかし市場の発展が搾わなかったので殆んど

普及せず，開拓使疇代を通じて僅かに増殖を見

たのは野菜類，蕎麦，稗，粟，黍，玉蜀黍，水

稲，馬鈴薯などの自給食用作物と關拓使の買上

げ政策の対象となった大麦，小麦，大，小豆な

ど及び道内に既に販路をもつていた大麻だけで

あって，その殆んどが北海道在来の作物であっ

た。　（第1表参照）

　註〔2｝開擢使事業報告　勧業之部

主要作物の生産額　（円）

1水漏大間裸卸・剥玉蜀黍1蕎麦1粟 黍 稗
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（註）　躍拓使事業報告より引用
　当山の農1乍山中最大の生薩額を示したものは

野菜類であったが（第露表）参照）これは当山

の農業が沿岸漁民によって営まれる兼業農業の

段階を串るものでなかったことを物語るもので

ある。野菜訴訟特に生産額の大であったのは羅

萄であるがこれは耐寒盤の強い野菜であり，生

食野菜，債物（沢庵）切干大根など貯蔵野菜と

しても利朋出来る作物であるから寒冷な，そし

て冬期閥の特に長い北海道において多く栽培き

れたのは蓋し当然であった。午蕎，薯類，葱な

どの生訴額が玩較二二かったのもこれらが貯蔵

野菜として溜驚繊来たからであると謡えられ

る。羅萄に次いで大きな生産額を示したものは

瀦子，瓜類などの果菜類であったが，果物とし

て利常きれる西瓜や繭瓜の生渡額が特に大きい

のは注目きれるべきである。就中札饒近灘；にお
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いては早くも園芸的農業も行はれていたことを

物語るものとして興野深いものであるQ

　当時著しい増加を示したものの一つは水稲で

ある。即ち萌治8年には収穫i高2・463石，生産

額14，39ア円でその全農産額中に占める罰含6．2

％であったものが10葎後の羽治工8年に1ま16，595

石，95，440円，13．3％へと急増し，大，小豆，

馬鈴薯と共に生産額の爾では最も重要な作物と

なっている。勿論，雑穀等に比べれば単億の高

いものであるから｛墨付反別の而では他の作物よ

りむしろ少なかったであろうことは考えられる

が，それにもかかわらずケプロンを始めとする

クラーク，マックス・フエスカ等の招薯外人の

異凹田音にして北海道米1乍不必要論乃至危険論

をとなえるうちに，又理論約にも困難であると

考えられていた当時，米作のこの様な増加は注
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臣に縫するものである。しかしてこれは本質的

には大和丁丁の異常なまでの米食への執着心の
　　　　　　　　　　　（：り
もたらしたものであったが農作物市場が未発展

の状態にあり，現金獲得の手段を待たなかった

露緬農民は貨幣計算の上にではなく，必然の繕

果として米作自給の方向へと向わざるを得なか

ったのであるσ　　　　　　　　伊

　米作の各地域での発展状況を見ると石狩では

慶応2薙以後しばしば襲った冷害，水害によっ

て全く擁絶して，招聰外人の閥などでおこった

米作不可能論の根拠となっていたが，明治7年

には篠路村で二十数町歩に用水路を引いて水田

経営を届出するものもあり，又札饒本庁でも明

治6年以後試験を続け11年には宮園に水田を開

いて大野産の赤毛及び万口が一般に適応するこ

とを明かにし，水田経営の可能聾を実記した。

又日高地方でもその可能盤は実証きれ明治8奪

にはS石を産慌し，同じく14年には10e；蒼の生

産を上げている。

　函館地方では明治8年既に正米，濡米合せて

2，463石の収穫をま二げ生産額は143，392円に達し

全農産額申12％もの二二を占めていたが，その

後更に急増し二三ユ4年には91，278石，98，419円

20。7％となった。

　他の殆んどが自給1三物であった当跨，唯一の

換金二物として北海道農業展開に重要な役割を

果したのは大麻である。漁業は当疇における北

海道の主要産業であったが，大麻はその漁網原

料作物として重要であった。その生二二1ζつい

て見ると萌治8年2，865円，収穫高1，984石，全

農作言巾に占める割合L2％，明治i4年42，165

円，25，49g石，4。3％であ？て，その生二三の

上では他1劇物に比べて必らずしも大きくなかっ

たが，殆んど完全な商品1旧物であったところに

大きな意義があった。当時の大回の重要盤につ

いて高倉教授は「農業移民をして這々生活の安

定を得きしめたものは実に麻であり藍であっ
　r4）
た」とのべられ，叉松田昌二氏は「当疇入植

した多くの二二移住失敗に引き比べ，此の地（

当別村）の蘭発の著々と発展に向つた原因の最

も重要なものの一つに，銘の地の農業が，二日

後直ちに商品1二物である大麻栽培を行い得た事
　　　　　　　　　（5）
を挙げ得るであろう」とのべておられる。大

麻は北海違の地昧によく適豪し従来も一般農民

の閥で栽培きれていたが三崩外人アンチセル寮

　註③高禽二一郎「北海道米作前史」法高会論

　　　叢第9輯

　註㈱高倉薪一郎r北海道拓殖史」95頁

　註（5舩田趨ご「北海道に於ける府町中農業の

　　　万ミ立過程」　（農業総含研究第9寧舞）

極力これの栽培を勧魯したので麗蟹使も異常な
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第2表主要作物の生産額（地盤別）

1淫辞媛1細峻玉蝋簸1剰劃照臨薯1短短
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コ　＿
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（註）囎緬望事業報省より，握し札蝿本庁は開治10舞三度，他は11箪度である。

程の熱心きをもって奨励し，その二流の策とし

て札幌に官立の製網所を設置すると同蒔に買上

げも行った。爾大麻の地域別分布制合を見ると

、巨穏治8媒…に二1ま全慶額2，856円中金賓頁ヵ∫墨し幌本庁

管内にあり，明治！4年1では42，165円巾83％が凡

幌本庁管内で生産きれていたが，これは，製網

．会社がタL蝿に在り，しかも函館支庁管内におけ

るより一十運輸の便の劣悪であっ淋し蝿本庁管

内において，：大麻が重要な換金1乍物であったこ

とによるものと考えられる。

　一般約な作物ではなかったが藍も又一部の農

幌にとっては極めて重要な換金麟勿であった。

その生産額は閣下12箪8，213円で，その比率は

1．8％，明治14隼5，708円，0．8％であったが，こ

れらの大部分は霞高遜静内と胆振鷹有珠，就中

壮者に集中していた。β高翼に多く栽培されて

いたのは，ここの移渓が持産地堂島の認証であ

．つたことにもよるが，基本的には藍1鴇こ必要な

漁舶を有利に入手することが出来たことによる

ものであったと考えられる。

　空要1監物ではないが当時の1〆F物を語るにあた

って特筆すべきは甜菜である。洋式農業．就中

北欧型農業の確立を意図した醐齋硬は，甜菜を

その根幹とする為あらゆる努力を払った。即ち

早くも賜治4年には札病弊園でこれの培養試験

に二季し，米三種始め仏，露，独，エジプト等

の優秀品議を輸入した。そして開治13無には，

内務省は有珠郡六千村に製糖所を設立して一般

農民に裁培を奨めた。その結果121町歩にf乍付

きれ平均反収550〆を得たが農民は翻菜の栽壇

になれず，含籍量も少なかった為二二金の保証

すら与えて奨励したが普及するには董らなかっ

た。

　　（3｝要　　　約

　徳耀の末期から求め績iけられて来た作物，即

ち此海道農業経営の存続を’可能ならしめる1膨吻

は麗拓使の手によって漸く見温きれた。漸しく

北海道開発の担い手として登上した鑓柘使は，

その始めにあたって洋式農業の移磁を計薩し，

あらゆる農作物を移輸入して遷作物の発見に努
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めた。その結果今日栽培されている大部分の作

物は当時において厩に按術1均可能性を実証きれ

た。しかし開拓農属の閥で普及増慰を晃たのは

輸入農1乍物ではなく，北海道在来の羅萄，蕎変

菓，稗，大，小豆，麦風大麻と，増殖の顯難視

きれた水稲であった。当時においては，農業経

営は未確立の状態にあったので適切ではないが

三組すれば北海道農業の展開作物として閉拓使

が晃引したのは，意外にも北海道在来の農作物

であったのである。蓋しこの時期を北海道に農

業経鴬の存続を可能ならしめる1惜物が見出され

た隠期と云うより，北海遵においても容易に栽

培の出来る作物，即ち在来の農下物で以って農

　　　　　　　　　　　　　第3表農地の

業経営の存続を可能ならしめる程に社会経済的

諸条件が整備きれた時期と云うのが妥当である

かも知れない。しかし輸入農葺師普及の可能性

乃至洋式農業成立の堪能姓は失われたのではな

く後に残～きれた問題であった。しかして跳の笛

能町は果してどの程度実現されたであろうか。

←⇒　確　立　期

　前難において技術約可能姓力漢証きれた北町

道農業は今期に入るや交通運翰施設の限縮，商

業資本或は産業資塞の北海道進1葛，移厩の特待

などによって充分な市場を与えられ著しい発展

を示した。　（第3蓑参）それと周時に農作物に

國　別　推　移

油漉鶴細瑚曜棚1矧健レ劇新劇全道
朋鳴年｛璽識管瀦驚噛も1嘉麟・蜘羅1・．｝li遡戦写

照猿年堅磐？魏1｝3il翻1瞬…・…3雛・31； 　　　　　　　　ミ413　　　　661　　三37i　．28，652

0．60　　0。28毫　浬．191　　　2．09

　　　　　　　　…

1犠揮舗53ξ96iUヂ831’ず艘07 5426‘3493
　　　㍗勢

1β17・95｝470i1β52三〇4，143

？　？1？i？　？
1喩，，陰野1109をllli18i甥201｝塁1：3鴉8をi93i玉5を91；i圭6i含ll

・。29，…1・5，52gl・3・，・・7

　　　2．08i　3。21・　　2．200．67
　　　　　1　　　　1
　　　　　1

　　　　（註）

も，前期において筆頭にあった野菜類がその岸

付置拾を急激に低下したのを始めとし蕎麦，稗

粟等在来の自給食用1乍物がその重要性を低下し

たのに対し大町，小豆を申心とする商品1乍物が

著しい増加を見せ，契若干の輸入f〆1三物が普及し

主要1濯物の種類き増すなど，顕著な変化が見ら

れた。（第4表参照）

　　①　衰　退　作　物

　開拓の当初最も重要な作物であった羅萄を始

めとする野菜類，蕎菱，粟，稗，大麦，馬鈴薯

などの自給作物や唯一の換金1乍物として農業展

路ζ重要な役翻を果した大麻及び藍は社会経済

的諸条件の整傭，就中耕作規模の拡大と運輸施

設の実習発展によって次第に其の重要牲を低下

せしめられた。

　蓋し耕俘規摸の拡大は自給1上物の獲得に要す

る耕地面積を根対的1砥下琶しめ，交遮運輸

施設の整慌発展は一戸当りに要する低級な自給

1当付地のみである。北海道庁「北海道統計書」より引絹露成

食料の量を絶緯的に低下せしめるものであるか

ら，自給食用1’1物の相対的低下｝ま当然であっ

た。第5表はこれら衰退露物の推移を国別に示

したものであるが前掲第3表，即ち闘烈耕1乍規

模の推移表と関連せしめて検討するときその推

移の状態は容易に継得きれるものである。た：だ

ここで注意すべきは渡島での馬鈴薯は単に自給

食料として栽培きれていたのではなく既に劇業

としての継親加工の原糟作物として重要な意義
　　　　　　　　　　　　ほう
をもつものであったことである。

　大麻は製麻会社の糺幌設立によって一時需要

が増大した為脚付面積も増加したが，羅清戦争

後は新しく興つた亜麻の急増によって押され需

要が低下した為引続いて滅少した。藍も又日清

戦争．までは増加の傾向を示したがその後は印度

藍や廉価なアニリン染料などの輸入による圧迫．

　註（1｝1＊善茂「徳川農場発達史」　（北大経済学

　　　研究6）
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2．8

4。2

によって減少した。しかし府嬢の本場における

減少が極めて顯著であったのに対し北海遵のそ

れは麿県に比べて相対的に十四であったのは，

当蒔の北海道の農業劇青を物語るものとして留

意すべきであろう。

　麓の時期においても又，作物事情を語るにあ

たって特急すべきは甜菜の絶滅であるQ甜菜は

北欧型農業導入展腿の申核となすべく囲耀幽こ

よって極めて積極的に奨励きれたきのであるが

甜漿の絶滅は北海道における北欧型農業成立の

可能牲を一層稀薄なものとした。甜菜の絶滅は

その唯一の需要者である製嬉会社が台湾の領有

による甘庶糖の圧追によって解散したことに隣

接の原濯はあったが閥接的には甜菜を翻乍する

農業者癬に充分》な受入態勢が禺来ていなかった

ことも重要な要因であっ紅と考えられる。肥沃

な農耕地の外延的鉱張の可能盤が在りしかも労

働が不足していた当蒔，最も集約な留理を必要

とし，従来の経験的鼓術を以ってしては充黛な

28

　　　　　　　　北海道庁「北海道談計

成果の上がらぬ甜菜が農罠によって歓遅きれな

かったのは蓋し当然であった。

　しカ〉し胆振蜀に製糖会社：があったとは云え，

こうした中で闘治22年にはその作付面積470町

歩，作付比率14．8％を示した胆籔での甜漿栽培

乃至農業は留意きるべきであろう。

　　2｝i漸興作物
　暫興1洗物として先ず挙げられるべきものは水

浸である。水田経営の可能盤は既に前！鵜におい

て一応実謹され，栽培面積も著しく増撫していゴ

たが，今期に入ってからのそれは更に大きく，

郡司日清戦争以後における増煽は急激であっ

た。このような増加は北海道庁の酒匂財務部長

の断煙的奨励策にもよるものであったろうが，

より墓本的には關発の内睦蔀への進展が奥地で

の米1乍を相対的に著しく有線こしたことによる
　　　　　く2♪
ものであった。運遜の不便な奥地への翻緬の

進展は米の入手を困難にし，人口中心の内陸部

への極勧は奥地での米の需要を求めたからであ

㍉
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る。　（第6表及び第ア表参照）

　　　第6表　水稲1乍付面積及び比率
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　　　　　　北海道統計書より

　裸麦も又新興作物の一つに数えられるであろ

う。裸麦の下種についての記録は開早使の頃で

あって，一般に栽培きれる様になったのは漸く

　註鋤高禽新一郎「北海道米作前史」法経会論

　　　叢第9輯

ゴヒ海道統言手書より

麗治4隼に米閣から種子を購入してから後のこ

とであるが，疇嬉の点からも又栽培技徳の面か

らも優れている事が認められ，属じ自給食料と

して利用きれた大麦の滅退とは逆に著しい増加

を示した。しかしその増加の程度は大，小短等の

囁十年作物のそれに比べれば著しく小さく，自給

作物として蕎麦，粟，稗などの低級な食料作物と

その地位を漸く交替したに過ぎなかった。商品

作物としての小麦をも含めて麦類が，北海道の

鼠土によく適合しなからも他の作物に比べて僚

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診



第5表　衰退作物の1乍付面積及び比率（註）北海道庁「統計書」より
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びなやみの状態にあったのは稲葉氏の指摘され
　　　　　　くヨノ　　　
ているように府県のそれとの競争に破れたこ

とによるも¢）と籍え．られる090ち∫膏票轟こおける

麦類は空として，主要洋物である水稲の裏1乍と

して栽培されるものであり，土地改良などに搾

う，裏1乍麦の普及が増大する需要に応じ得た為

である。後にふれるがこの麗孫は大，小豆では

全く異っていた。

　爾津厨すべき増加を示したものに玉蜀黍があ

る。玉蜀黍は古くから渡轟地方において栽培き

れていたものであるがこれが一般的作物として

普及する様になつオこのは開治6年に外国種が輸

入きれてからのことである。当時においては来

だ生食船として栽培され，自給の域を．出るもの

．でなかったが，飼料1負物として叉商品1乍物とし

ての準傭期として詑濾きるべきであろう◎

　耕1乍規摸の鉱大と運輪施設の整儲発展に三っ

て最も著しい進展を示したものは商品作物とし

ての大豆，小翌，菜豆，菜種と，飼料作物とし

ての燕麦である。

　豆類就縛大豆，小山の急増は我が嗣資本主義

経済の急遼な発展に搾う消費人口の増大によっ

てもたらきれた需要の増舶に応ずるものであっ

たが，此の場舎他に競鋼摂手がなかった事が基

本的であったと考えられる。即ち三唱における

大豆，小鷹の栽培はその時襲が主要1乍物である

水稲と同…である為その増産に限界があ軌し

かも当時においては外目からの輸入も容易でな

かった為急激な需要の増燦に応じ得たのは肥沃

な未蘭地の無限に存在した北海道のみであっ

ナこQ　（第8蓑滲漏）伽羅毎三規摸塁）拡二剛力ζ大置芝，4、

豆の増穴を許したのではなく，逆に大豆，小豆

の増大が耕作規嚢の鉱大を許し♂こと云うのがよ

り適切であるかも乱れないが，とにかく謬1作

　駐（3｝稲簾讃三「農窪物の消髪から観た我顯の

　　　農業（豪給擬灘蔚究第6獣｝！6頁）
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規模（第3表）と大豆，小豊の作付割合は比倒

的な関係にあり，この関係は地域別に見た場含

より明確である。（第9表参照）

　榮種の急激な増加は府県に於ける栽培が減少

したのとは逆に機械工業の発展に捧う潤滑油の

需要が増大したことなどによって充分な市場を

獲保することが出来，他方耕作規模の拡大が販

売作物の増大を許し，しかも菜種は新墾地f旧物

として最も適した作物であったことによるもの

と考えられる。麗治30年代に入って耕作規模を

急速に拡大した北見，天塩では明治20年代にお’

いては殆んど見られなかった聾心が明治35年に

はそれぞれ2，336町歩，1，933町ものf岡付を見

その比率は24・8％，19％もの高率を占めるにi釜

っている。（第9表参照）爾明治29年以後，即

ち日清戦争以後特に急激な増簾を示したのは・

第8表道産大小豆の移餌高

生　　産　　高　（A）

移　　出　　高　（B）

％　　　×　　100

胆治19年
別　豆1小　豆

25隼
大　驚1小　豆

30年
大　豆1小　豆

217認166淵

黒熱
　　　1

　　石60605
　，

18，545

　30．8

　　石i　　　　石
5エ・5791143・389

　　　　
29，583；147，616
　　％i　　　　ヨ∂
　57．ゴ　　　104．6

　　石
125，331

78，337

　62．3

35年
大　豆1小　豆
　　石
204ン874

154，874

　　％
　75．6

　　石
182，258

174，903

　　％
　95．4

（註）生歴高は道庁統計書，移繊高は産業調査報告書より引用作成

第9表大豆，小豆，菜豆，菜種，燕麦の薩別推移
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載山開緬が急速に進み新墾地増加したことと（

．第3衰参照）機械工業の著しい進展による需要

の増大に応ずるものであった。

　燕麦の増加は耕作規模の拡大に搾う農用馬の

増加と繁殖馬及び軍馬の増加に基くものであっ

た。燕麦は畜産の普及を計った開拓使によって

初めて輪入されたものであり，これが北海道統

計書に初めて記載されたのは囎治27律でその面

積は塑かに973町歩であった。しかしその後は

急速に増録し明治35年には9，763町歩となりそ

の全農産額中に占める劉合4。2％となって一躍

主要1乍物の仲聞入りするに至った。当蒔におい

一ては尚自給作物の域を諮るものではなかったか

も知れないが，自給食籾作物ではなく飼料作物

として増加したところに意義があった。洋式農

業の移植を意図した開拓使によって初めて輸入

きれ，漸く北海道に根をおろし北海道農業に北

三道らしきを加え得だ作物として大きな意義を

もつものであった。地域別に見るとその大部分

は耕作規正の大きい石狩，胆振などに集巾的に

栽培きれていたに過ぎなかったが辺境地の根室

　　　　　　　　　　　　　第三〇表

などで其の作付比率の寓いのが目につく。（第

9表参照）

　真の意味の新興作物として，大麻，藍などの

原料f乍物が没落したのとは逆に著しい進展を示

したものは璽麻であった。’階拾も我が国資本杢

義経済の成立期にあり，近代工業就中繊維工業

の発展は霞覚ましいものがあったが，産業資本

をして亜麻の主産地である北欧の気象条仲に類

似する北海道に亜麻繊維工業の原料を求めしめ
　　　　　　　　　　　しの
たのは蓋し当然であった。即ち麗治20年には

道庁の許可を得て続醗に製麻会社が設立され，

日溝戦争による軍の需要増加などもあって急速

な発展を示した。地域的にはその需要者である

製麻会社が粍醗にあった関係上大部分が石務と

腿振で集中的に栽培されていた。（第10表参照）

　亜麻のこの様な増加は，北海道においても加

工業者が従来からの強力な撫い手であった国家

機関及び二三と共に農業出鼻の担い手として登

上するに至ったことを意昧し興味ある問題であ

る。

　言主【3）産業調査三報餐壽書第巻284頁

亜麻の作付面積及び比率（圏別）

嚇甦遡石狩障輪島陣劃日高げ勝1釧満室匪素読塩
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明治1晦1
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％

L81

・β

2・5

三i

ヨ

1：： L6
0．81

　1
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；：li

4．6　　． ●

5．5．

o

％

L2

o

o

％

●

o

o
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　　　　（註）　北海道庁統計書

　新婦1乍物ではないが，瀦嬢においては新興作

物として急速な増減を幽し，北海道においても

i新興作物たらしめんとしてあらゆる努力の払わ

れたものに桑があった。野桑の生育が極めて旺

盛であったことからその普及が期待きれたが罷

治19年の4！3町歩から麗治35箪の1，099町歩へ

と縷かに増加したのみであった。陶娯における

養蚕の発達は主として副業としてのそれであっ

て，農閣期の労働の生産化によるものであった

が北海道では労働不足から専業農舞《の二業は困

難であり，沿岸兼業農家は主として，当月両有

利であった漁業に従事していたことが北海道で

の養蚕業の発展を否んだ理由であったと潟えら

れる。

寄2



　　〔3）霞別に観た農作物の消長

　準々の作物についての魑洌の推移については

金道的考察において既に概観したが総合約記述

がなきれなかった為，それぞれの地域について

の作付作物の特徴を把握することが串来なか

った。その意味から，ここでは農作物をA部門

（自給作物）R部門（半自給作物）c部門（商

品作物）の三つの部門に分け，国別にこれら烹

部門の罰舎を示すことによって作付作物の特徴

を概観したい。

　第11表によると釧路，根室を除くどの地域に

おいても，C部門が著しく増舶しているが，そ

の増加風合は耕作規模（第3表参照）の拡張の

度舎に比例して大きく，其の結果初期において

は・地域聞に相当の差違が見られた：A，IB，C部

門閥の比率は著しく平均化するに至っている。

第11表　部門別に観た農1乍物の推移（国宕辱）

盟19

鴛

　35

石　　狩　　霞

A　　IB　　C
1；：ll鴛：li　ll：l

ll：1閾器：：

渡　　島　　国

A　　亙3　　C

後　憲　国
A　　　H　　　C

組　　振　　国

A　　I3　　c
　％i　　％　　　％
　　2三．75ア．2・　　　　　18．2
　　i
4三．4i．26．5．29．2
　　i
39。8i　22．1　36．6

4ア・2120・330・61

　弘
39，8

33．2

33．5

30。2

　ヲき
3L2
21．6

19．2

14。1

28矧22趨15．婆
42，62，．6i1、．，

　　　　1
46，9・34．3　　三2．4

　　　　1
54・531・『13・6

　％
60．4

59。7

52．8

53．0

霞　高　　鷹

A　　IB　　C
　％
52．4

3L6
14．2

20，7

　％　　　％
15．6　32．8

g。3、　56．i

9．α　 75．4

12．2　69．4

十　　勝　　騒

A　　IB　　C

器ll虚

ll；；：；

　％
14．9

30．2

19。6

10．4

　％
16。4

36．6

47．6

60．6

釧1　路　　顯

A　　亙3　　C

根　　室　　顯 北　　晃　　国

亙　IB　｝C　　A　　IB　　C
　脳
三8．3

36．0

玉9．9

28，8

77矧
36．31

62．o1

63．5

　　　　　弓うi　　ラ射

lil罷／

｝・．8i…
83．0、　　　2．0
　　ヒ
50．2i　　1。0
　　…

％

27．9・

18．5

2L6

88．容

51．2i

38」1

　　1
27・Oi

％

天　塩　　麟

A　　諺　　C

！5．7

25・5P
38・9i

醜：：li　ll：l

l羅：1臨

（註）　A．水稲，黍粟，稗，蕎麦，玉蜀黍，牧草

碗翌，菜種，亜麻，大麻，藍

このことは箆要作物に地域的な特質が失われ，

どの地域においても商業的農業が展開きれるに

三つたことを物語るものである。

　勿論各部閥の内容については地域男嵯に若干相

違があり，従って其処での農業にも根回があっ

たことは云うまでもない。即ち渡島でのA部門

の内容は，他の地域のそれが大部分蕎麦，粟，

稗ゴ黍などによって占められていたのとは異な

り，水稲が常に20％以上もの即断を占め，大き

な割舎を占めていたIB部門の馬鈴薯も難処では

単なる自給作物ではなく醐業としての澱粉加工

の重要な原料作物であり，又C部門は他地誠に

比べると著しく小さい等，他とは異った様相を

　　第12表　開業農家調含（明治35年）

碑麟翻無熱＋齢1路肇「北見晦
…6：・9・・1・2・・｝η・・1…5；92・・：63・・ト・9166・。：85・6

　　’，B．馬鈴薯，大麦，燕麦

北海道統計書より

〈註）　北海道庁統計書より

C．大豆，小豆，

呈していた。しかして銑処では専業農家舗含も

え1、1きく（第圭2表参照）謬酵乍規摸も石、～きカ〉つたこ

とから跣に自給的な，水潤率の高い完納農業に
　　　　　　ほナ
酷鰍する農業が営まれていたものと考えられ

る。胆振ではC門部はむしろ減退傾向を示して

おり，石狩でも又その傾尚が見られたが，この

両地域での個々の作物の動きについて見ると水

稲，亜麻，燕麦，菜豆などの次の時期において

飛躍的発展を示した作物が既に増加し始めてお

り，此処でも又新しい型の農業が卜しつつあっ

た。これに対し十勝，日高ではC闘部が圧鋤的

に大きく，しかもその大部分が大豊，小豆であ

って，此処では爾原生的肥沃度を利用して展恥

した興型的な豆作農業の段階にあり，北見，天

塩の道北辺境勉帯では大豆，小豊と典型的な新

興地1乍物である菜種を霊体とする漸墾地農業の

毅階にあった。爾道璽の辺境地帯，釧路，根室

　註紺高閥熊雄r北海道農論」
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の両地賊では商業的農業の展開は見られず，潜

岸漁民によって営まれる馬鈴薯を空体とする自

給農業の段階にあった。

　　㈹　要　　　約

　此の期厚竃に於ける最大の特徴は耕1乍規摸の拡

大と運輸施設の整備発展などによって自給作物

が梱対約に滅少し，道に商品1乍物が著しい増加

を晃せ，ここにおいて商業的農業の一応の確立

を見たことであった。しかし商品作物の大部分

．は大豆，小豆などの豆類と葉種などであり，こ

こに展開された商業的農業は原生的肥沃度を基

盤として立つ掠奪的なものであった。第二の特

徴は，自給昨物においても商品1／自物においても

前鰐において重要な作物であった在来の1旧物が

概して減退し，逆に新しく移輸入された1乍物が

増幽したことである。即ち衰退1乍物としては蕎

麦，稗，粟，大麦，馬鈴薯，大麻，藍などが挙

げられ，新興作物乃至著しく増加した作物とし

ては水稲，繰麦，小麦，燕麦，玉蜀黍，豆類及

び亜麻，菜種などが挙げられるQ燕菱，亜麻は

洋式農業の移穂を意図した開拓使によって初め

て輸入きれ，漸く北海道に根を下し，従来の北

海道農業に縷かながら異色を加えはしたが，果

して前期において残されていた洋式農業発展の

可能牲は，どれだけ実現されたであろうか，北

欧型農業確立の根幹たらしめんとして奨励きれ

た甜菜は明治34牢には絶滅した。

　この時期は一般的には鷺類を主体とする商業

約農業炉農醗された蒔期であったが，地域刷に

は若干の差異が見られた。即ち渡島では既に水

稲割合20％以上：に達し，馬購又・自給食：鰐作…

物の域を脱して副業としての澱粉鼎工の原料作

物として重要な意義をもち，此処では既に府嬢

農業に酷鉱する農業が展醐されていた。石独，

胆振でも豆1乍主体の農業の申に単くも新しい型

の農業が薦しつつあった。これにひきかえ十勝

職高では爾典型的な豆作主体の農業が展開きれ

ており，北見，天塩では菜種，大小豆，馬脚薯

を主体とする新墾地農業が営まれていた。道東

の迂境地釧路，根室の両地域では未だ農業経蛍

は確立きれず僅かに沿岸漁民によって馬鈴薯な

どの自給1乍物が主として栽培きれていたに過ぎ

なかった。

　　　　　（北海道大学農学部農業経営教室）

北大教授農学薄士矢島 武　著

A5判クロース製　上製　妊評発売津1価360円　送50円

最高の〔純奴益〕の獲得こそ，饗業を経営する昌標！　安定乳価も，鯛麟費の含理

化も，労力の飾減もこの原理の羅握が蘭提だ。従来その目的を農業所有の拡大にの

み求め＃欠陥をえぐる純収益理論Q酪農学徒に。　　　　一川崎書店新社刊行一
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